
【写真上】のどかな山林にこ
つ然と現れた不法投棄現場

【写真中央右】リレー形式で
ゴミをがけ上に持ち上げる

【写真中央左】粗大ゴミの多
さにクレーンの力が必要不可
欠だった

【写真下】前日までの準備作
業で小さなゴミはゴミ袋に
まとめておいた

　

市
川
三
郷
町
は
山
間
地
域

を
か
か
え
て
お
り
、
不
法
投

棄
の
被
害
を
受
け
や
す
い
。

不
法
投
棄
は
自
然
環
境
へ
大

き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
、
重

大
な
犯
罪
だ
。
こ
れ
ら
の
廃

棄
物
は
地
主
、
ま
た
は
地
域

住
民
の
環
境
美
化
活
動
、
町

に
よ
る
撤
去
な
ど
で
そ
の
一

部
は
回
収
さ
れ
処
理
を
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
現

在
で
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

３
月
２
日
、
町
内
で
特
に

ひ
ど
い
不
法
投
棄
現
場
を
選

定
し
、
地
域
住
民
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
り
不
法
投

棄
の
撤
去
を
行
っ
た
。「
地
域

の
環
境
は
地
域
が
守
る
」
と

い
う
意
識
の
も
と
、
参
加
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
市
川
三

郷
町
建
設
安
全
協
議
会
31
人
、

山
梨
県
産
業
廃
棄
物
協
会
峡

西
南
支
部
５
人
、
町
の
一
般

廃
棄
物
収
集
委
託
業
者
３
人
、

峡
南
林
務
環
境
事
務
所
５
人
、

町
職
員
40
人
の
計
84
人
。
撤

去
当
日
前
に
も
４
日
間
か
け

現
地
の
準
備
作
業
を
行
っ
た

た
め
、
関
わ
っ
た
総
人
数
は

こ
の
倍
は
い
る
だ
ろ
う
。

　

回
収
さ
れ
た
廃
棄
物
は
、

可
燃
ご
み
４
・
07
㎏
、
不
燃

ご
み
１
６
３
０
㎏
、
不
燃
性

粗
大
ご
み
２
７
３
０
㎏
、
混

合
廃
棄
物
１
１
８
０
㎏
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
１
０
０
０

㎏
、
冷
蔵
庫
５
台
、
テ
レ
ビ

18
台
、
洗
濯
機
５
台
で
、
総

量
は
11
㌧
に
も
の
ぼ
っ
た
。

　

不
法
投
棄
を
す
る
モ
ラ
ル

の
な
い
人
間
や
事
業
者
。
み

だ
り
に
ご
み
を
捨
て
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
ら
な
い
わ
け
は

な
い
。
環
境
を
破
壊
す
る
反

社
会
的
行
為
は
ど
ん
な
言
い

訳
も
通
用
し
な
い
。
次
世
代

に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
環
境
を
守
る
た
め
、

わ
た
し
達
は
不
法
投
棄
を
絶

対
に
許
さ
な
い
。

捨
て
る
人
間
の
罪

　
　

拾
う
人
間
の
力

３
・
２
不
法
投
棄
物
撤
去
事
業

※
今
回
の
撤
去
作
業
は
峡
南
地

域
環
境
保
全
事
業
を
活
用
し
行

い
ま
し
た
。
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市
川
地
区
中
央
部
街
な
み
環
境

整
備
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
江
戸
時
代
か

ら
の
懐
か
し
い
た
た
ず
ま
い
が

残
る
市
川
地
区
中
央
部
で
行
っ

て
い
る
事
業
で
す
。
古
く
か
ら

残
る
「
ひ
や
」
と
呼
ば
れ
る
細

い
路
地
、
水
路
、
道
祖
神
な
ど

を
活
か
し
な
が
ら
、
住
み
や
す

い
景
観
の
町
を
目
指
し
平
成
16

年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
「
北
河
原
の
散
歩

道
」「
中
北
の
井
戸
端
」「
町
道
中

北
線
狭
あ
い
部
の
解
消
」な
ど
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
毎

年
３
月
に
は
、
市
川
地
区
中
央

通
り
の
市
川
ま
ち
づ
く
り
拠
点

を
中
心
に
「
紙
の
ま
ち
活
き
生
き

ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
皆

さ
ん
も
ふ
ら
っ
と
散
策
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

市
川
地
区
中
央
部
街
な
み
環
境
整
備
事
業

住
み
や
す
い
街
を
目
指
し
て

次
の
世
代
に
も
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
き
た
い
風
景
、
街
を
訪

れ
る
人
々
と
共
に
楽
し
み
を
分
か
ち
合
う
価
値
あ
る
景
観
を
生

か
し
た
街
づ
く
り

至四尾連湖

役場

銀行
中央通り

芦川橋

至三郡橋

市川本町駅

至六郷

③中北の井戸端整備（H20 施工）
　今村力也様に用地の一部を寄付していただき、また中北
水道（井戸）組合や関係者のご協力を得て、３丁目の道祖
神と井戸周辺を「まちかどスポット」として整備しました。
板塀や井戸への手漕ぎポンプの設置、道路拡幅を行ってい
ます。

①北河原の散歩道整備（H20 施工）
　北河原地内の水路沿いの通路を土系舗装に整備

■紙のまち活き生きまつり
　３月 15 日に中央通りの
⑤市川まちづくり拠点前

（写真右）で行いました。
今年は 100 ｍの巨大絵巻
づくりを行いました。（詳
細記事は 14 ページ）

④町道中北線狭あい部の解消（H20 施工）
　拡幅部分の用地を一ノ瀬善久様に寄付していただき、中
北通りの狭あい部、幅員 2.1 ｍの部分を拡幅しました。

■今年度以降の整備
　昨年度は、村松定文様（東
京都在住）に⑥落合道祖神
の土地（写真右）、⑦村松
廬州（志孝）氏生家跡地の２
カ所を寄付していただきま
した。今年度以降、市川地
区中央部に合った整備を進
めていきます。

⑧秋葉の辻（H18・19 施工）

②柿の木の辻（H18 施工）

整備後 整備前

整備後 整備前

整備後 整備前

①

②

③④

⑤

⑥

⑦

⑧

市川地区中央部マップ
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【問い合わせ】町財政課☎ 055-272-6091

工事名等 場所 請負金額 [ 円 ] 請負業者
町道篭鼻川浦線 2 工区舗装工事 上野字篭鼻地内 14,385,000 砂田建設工業㈱

平成 20 年度耐震性貯水槽設置工事 上野地内 12,915,000 丹澤建設工業㈱

町道網倉日向線改良工事 落居網倉地内 5,355,000 ㈱渡辺建設

せせらぎの散歩道整備工事 市川大門地内 5,229,000 ㈱丸美建設工業

戸別浄化槽設置工事 (20-6 工区 ) 黒沢地内の 1 1,034,250 ㈲芦沢設備工業

戸別浄化槽設置工事 (20-7 工区 ) 黒沢地内の 2 1,249,500 ㈲丸松

戸別浄化槽設置工事 (20-8 工区 ) 八之尻地内の 6 987,000 ㈱水電社

戸別浄化槽設置工事 (20-9 工区 ) 四尾連地内 1,110,900 大森設備サービス

戸別浄化槽設置工事 (20-10 工区 ) 八之尻地内の 7 661,500 ㈲塩島設備

公共下水道管渠布設工事 ( 流 20-6 工区 ) 大塚字道林地内 15,960,000 ㈲ドバシ工業

公共下水道舗装本復旧工事 ( 特 2 工区 ) 葛篭沢地内 6,174,000 ㈱丸美建設工業

町営住宅富士見団地第三期解体工事 市川大門字向新田 19,110,000 伊藤建材㈱

富士見団地児童公園解体工事 市川大門字向新田 1,218,000 ㈱丸喜上野建設

富士見団地 16 号棟受水槽設置工事 市川大門字向新田 8,190,000 ㈱水電社

富士見団地 16 号棟自転車置場及びゴミ置場設置工事 市川大門字向新田 2,446,500 ㈱浅間組

農道前田 1 号線道路改良工事 大塚地内 9,660,000 伊藤建材㈱

公共下水道舗装本復旧工事 ( 特 3 工区 ) 葛篭沢地内他 12,495,000 ㈱丸美建設工業

平成 20 年度市川大門地内耐震性貯水槽設置工事 (60t) 市川大門地内 9,555,000 ㈱市川建設

平成 20 年度鴨狩津向地内耐震性貯水槽設置工事 (40t) 鴨狩津向地内 7,507,500 ㈱渡辺建設

公共下水道マンホールポンプ設置工事 ( 流 20-5 工区 ) 印沢地内 5,880,000 荏原実業㈱山梨営業所

公共下水道舗装本復旧工事 ( 流 1 工区 ) 市川大門地内他 11,550,000 ㈱丸美建設工業

公共下水道管渠布設工事 ( 特 20-2 工区 ) 鴨狩津向地内 9,712,500 ㈱渡辺建設

公共下水道マンホールポンプ設置工事 ( 特 20-3 工区 ) 鴨狩津向地内 8,820,000 荏原実業㈱山梨営業所

道場川河川改修工事 (2 工区 ) 下大鳥居地内 2,037,000 藤和建設㈱

狭あい道路拡幅整備工事  20-11 市川大門字向新田地内 3,045,000 ㈱丸喜上野建設

暁前道祖神と井戸整備工事 市川大門地内 4,830,000 ㈲岸本興業

町営住宅富士見団地第三期建設主体工事 (S-2 棟 ) 市川大門字向新田地内 267,750,000 宝建設・藤島建設 JV

町営住宅富士見団地第三期建設主体工事 (S-3 棟 ) 市川大門字向新田地内 335,790,000 早野組・一瀬工務店 JV

町営住宅富士見団地第三期建設機械設備工事 (S-2 棟 ) 市川大門字向新田地内 40,740,000 富士冷暖㈱

町営住宅富士見団地第三期建設機械設備工事 (S-3 棟 ) 市川大門字向新田地内 50,400,000 ㈱渡辺工業所

町営住宅富士見団地第三期建設電気設備工事 (S-2 棟 ) 市川大門字向新田地内 46,515,000 ㈱若尾電気

町営住宅富士見団地第三期建設電気設備工事 (S-3 棟 ) 市川大門字向新田地内 46,200,000 タツミエンジニアリング㈱

富士見公民館建設工事 市川大門字向新田地内 77,490,000 藤和建設㈱

富士見公民館建設電気設備工事 市川大門字向新田地内 6,300,000 ㈱甲斐電気

富士見公民館建設機械設備工事 市川大門字向新田地内 8,778,000 大森設備サービス

つつじ公園公衆トイレ新築工事 高田地内 7,854,000 ㈱浅間組

上野排水機場斜流ポンプオーバーホール 上野字矢作地内 2,493,750 ㈲南西工業所

市川小学校屋上防水シート改修工事 市川大門地内 5,071,500 ㈲三愛コーポレーション

旧市川大門地区地籍調査データ数値情報化業務委託 市川三郷町地内 6,825,000 国土情報開発㈱

農業集落排水管渠清掃業務委託 下芦川地内他 1,155,000 クリーンヘルス㈱

簡易水道 GIS データ整備業務委託 上野地内 1,554,000 ㈱ブレーンズ

山保簡易水道試掘井戸水量等調査業務委託 山保地内 2,415,000 ㈱山梨ボーリング

固定資産税 GIS データ更新業務委託 町内全域 4,158,000 ㈱六測

都市計画データ変換導入業務委託 市川三郷町地内 1,008,000 ㈱六測

普通四輪駆動消防車整備事業 宮原地内 6,562,500 ㈲中村ポンプ工作所

天井吹付け材料封じ込め工事 町立病院内 9,072,000 ㈱スギタ建工

入札執行状況のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 20年 11月～平成 21年２月）
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農
地
等
の
持
ち
主
を
変
え
る
行

為
や
、
農
地
を
農
地
以
外
の
用

途
に
転
用
す
る
に
は
許
可
が
必

要
で
す　

無
許
可
で
転
用
で
き
な
い
訳

　

農
地
は
、
人
が
生
き
て
い
く

の
に
は
欠
か
せ
な
い
食
糧
の
大

切
な
生
産
現
場
で
す
。
特
に
田

畑
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
土
地

が
少
な
く
、
人
口
が
多
い
日
本

で
は
、
人
口
に
対
し
て
国
内
で

生
産
で
き
る
農
産
物
の
量
も
少

な
く
良
い
農
地
は
大
切
に
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
地
の
転
用
に

は
農
地
法
で
一
定
の
規
制
が
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

制
限
を
受
け
る
範
囲

　

す
べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
土
地
登

記
簿
上
で
の
地
目
が
農
地
で
あ

れ
ば
、
耕
作
が
さ
れ
て
い
な
く

て
も
農
地
と
し
て
活
用
で
き
る

状
態
で
あ
る
限
り
農
地
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
目
が

農
地
で
な
く
て
も
、
耕
作
に
使

用
さ
れ
て
い
る
土
地
で
あ
れ

ば
、
農
地
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

一
時
的
な
農
地
転
用
で
も

　

農
地
を
一
時
的
に
違
う
目
的

で
使
用
す
る
場
合
で
も
転
用
に

な
り
、
許
可
が
必
要
で
す
。
許

可
を
受
け
ず
に
転
用
を
行
う
と

農
地
法
違
反
と
な
り
、
都
道
府

県
知
事
が
工
事
の
中
止
、
現
状

回
復
な
ど
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
違

反
し
た
場
合
に
は
、
厳
し
い
処

罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

申
請
の
種
類

　

農
地
の
所
有
権
を
変
え
る
な

ど
権
利
の
移
動
を
行
う
場
合
、

農
地
を
転
用
す
る
場
合
の
申
請

に
は
、
そ
の
目
的
に
よ
り
申
請

の
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

（
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
に
確

認
願
い
ま
す
）

第
３
条
許
可
申
請
▼
農
地
法

第
３
条
許
可
申
請
書（
要
実
印
）

▼
申
請
土
地
の
登
記
簿
謄
本
▼

申
請
者
と
相
手
方
の
印
鑑
証

明
書
▼
位
置
や
付
近
の
状
況
を

現
す
図
面（
案
内
図
、
地
形
図

等
）
▼
申
請
土
地
を
含
む
付
近

の
公
図
の
写
し（
法
務
局
で
発

行
）
▼
営
農
計
画
書
等（
申
請

地
及
び
す
べ
て
の
農
地
の
耕
作

状
況
等
を
記
入
）
▼
耕
作
証
明

書（
町
外
に
農
地
が
あ
る
場
合

は
当
該
地
区
農
業
委
員
会
の
証

明
書
）
▼
そ
の
他（
賃
貸
借
等

に
よ
る
権
利
を
設
定
す
る
場
合

は
そ
の
契
約
書
・
所
有
権
以
外

に
権
利
を
有
す
る
場
合
は
そ
の

同
意
書
）

第
４
条
・
第
５
条
許
可
申
請

▼
農
地
法
第
４
条
又
は
第
５

条
許
可
申
請
書
（
要
実
印
）
▼

申
請
土
地
の
登
記
簿
謄
本
▼
第

４
条
の
場
合
は
申
請
者
の
印
鑑

証
明
・
第
５
条
の
場
合
は
申
請

者
と
相
手
方
の
印
鑑
証
明
書
▼

位
置
や
付
近
の
状
況
を
現
す
図

面
（
案
内
図
、
地
形
図
等
）
▼

申
請
土
地
を
含
む
付
近
の
公
図

の
写
し
（
法
務
局
で
発
行
）
▼

事
業
計
画
書（
土
地
利
用
計
画

図
面
、
資
力
証
明
書
な
ど
）
▼

隣
接
耕
作
者
の
同
意
書
▼
農
振

農
用
地
区
域
外
証
明
書
▼
そ
の

他
（
抵
当
権
等
の
設
定
さ
れ
て

い
る
場
合
は
抵
当
権
者
の
同
意

書
・
上
野
、
大
塚
地
区
で
畑
地

か
ん
が
い
受
益
地
の
場
合
、
農

地
転
用
等
の
通
知
書
）

※
申
請
書
の
受
付
期
間
は
毎
月

７
日
〜
13
日
で
す
（
13
日
が
土

日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

※
そ
の
他
、
競
売
に
よ
る
申
請

や
法
人
が
申
請
す
る
場
合
、
小

作
人
が
い
る
場
合
等
は
前
述
し

た
必
要
書
類
の
他
に
、
添
付
書

類
が
あ
り
ま
す
の
で
農
業
委
員

会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
農
業
委
員

会
事
務
局
☎
０
５
５（
２
４
０
）

４
１
５
７

●農地を売買・交換・貸借をする人

●農地を転用する人（転用後も所有）

●転用目的で農地等の権利を取得す
   る人（転用事業者）
●転用事業者に農地などの権利を移
　転したり、設定する人（地主）

３条許可申請

４条許可申請

５条許可申請

５条許可申請

申請が必要な人 農地法

※
申
請
農
地
を
含
め
、
三
珠
地
区
で

は
40
ａ
以
上
、
市
川
大
門
・
六
郷
地

区
で
は
20
ａ
以
上
を
所
有
、
ま
た
は

許
可
耕
作
し
て
い
な
い
と
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

【申請の種類】

▲工事の進む大木圃場整備
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本
町
と
友
好
交
流
し
て
い
る
静
岡

県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
。
町
で
は
町
友

好
交
流
の
一
環
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
西
伊
豆
町
の
民
宿
を
利
用
し

た
場
合
に
、
年
度
内
お
一
人
様
１
回

に
限
り
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
町
民
の
み

【
助
成
金
額
】
▼
小
学
生
以
上
・
１

人
２
０
０
０
円　

▼
小
学
生
未
満
・

１
人
５
０
０
円

※
予
算
の
都
合
上
、
助
成
金
が
な
く

な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】
利
用
す
る
10
日
前
ま

で
に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
歌
舞
伎
文
化
公
園
管
理
事
務

所
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
同
場
所
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】 

歌
舞

伎
文
化
公
園
管
理
事
務
所
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
５
５
０
０

西
伊
豆
町
交
流
助
成
金
の
お
知
ら
せ

※静岡県賀茂郡西伊豆町
　旧西伊豆町と賀茂村が合
併し、2005 年４月１日に
誕生した西伊豆町は伊豆半
島西海岸の中央に位置しま
す。堂ヶ島をはじめ珍し
い形をした海岸や島々があ
り、伊豆半島の中でも景勝
地の一つです。
　海岸線には多くの露天風
呂があり、そこから眺める
夕日は絶景です。

　

4
月
1
日
か
ら
特
定
家
庭
用
機
器

再
商
品
化
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に

対
象
機
器
に
プ
ラ
ズ
マ
・
液
晶
テ
レ

ビ
、衣
類
乾
燥
機
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
一
般
家
庭
や
事
業

所
か
ら
排
出
さ
れ
る
不
必
要
と
な
っ

た
特
定
の
家
電
を
、
資
源
の
有
効
活

用
を
目
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

を
義
務
づ
け
た
も
の
で
す
。
対
象
と

な
っ
て
い
る
機
器
は
粗
大
ゴ
ミ
と
し

て
処
分
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

　

処
分
す
る
場
合
は
機
器
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
金
額
を
、
郵
便
局
で
納

め
る
こ
と
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
リ
サ

イ
ク
ル
券
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
金
額
】

▼
エ
ア
コ
ン
２
６
２
５
円　

▼
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
▽
（
15
型
以

下
）
１
７
８
５
円
、（
16
型
以
上
）

２
８
３
５
円　

▼
冷

蔵

庫

▽
（
170
Ｌ
以
下
）

３
７
８
０
円
、（
171
Ｌ
以
上
）

４
８
３
０
円　

▼
洗
濯
機
２
５
２
０
円

▼ 

プ
ラ
ズ
マ
・
液
晶
テ
レ
ビ
▽

（
15
型
以
下
）
１
７
８
５
円
、（
16
型

以
上
）
２
８
３
５
円
、

▼
衣
類
乾
燥
機
２
５
２
０
円

　

ま
た
処
分
方
法
と
し
て
は
、
新
規

購
入
の
際
に
古
い
家
電
を
販
売
店
に

引
き
取
っ
て
も
ら
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
役
場
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
料
入
金

後
の
運
搬
は
可
能
で
す
が
、
運
搬
料

が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
生
活
環
境
課
環
境

衛
生
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
２

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

歌
舞
伎
鑑
賞
会
の
ご
案
内

　

町
で
は
歌
舞
伎
鑑
賞
会
の
送
迎

バ
ス
を
用
意
し
ま
し
た
。
参
加
希

望
の
方
は
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
日
時
】
５
月
15
日 

（
集
合
時
間
・

集
合
場
所
は
お
申
し
込
み
時
ご
連

絡
し
ま
す
）

【
場
所
・
公
演
時
間 

】歌
舞
伎
座（
東

京
都
銀
座
）
午
後
４
時
30
開
演

※
現
在
の
歌
舞
伎
座
で
の
最
後
の

公
演
で
す
。

【
主
な
出
演
者
】
市
川
團
十
郎
・

海
老
蔵
・
尾
上
菊
五
郎
・
菊
之
助

親
子
・
尾
上
松
禄
・
板
東
三
津
五

郎
ほ
か

【
演
目
】
恋
湊
博
多
諷
（
毛
剃
）・

夕
立
・
神
田
ば
や
し
・
鴛
鴦
襖
恋

睦
（
お
し
ど
り
）

【
参
加
費
】
１
５
０
０
０
円
（
一

等
席
観
覧
料
・
食
事
代
含
む
）

【
募
集
人
員
】
60
名

【
申
込
期
間
】
４
月
21
日
よ
り
受

付
開
始
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）
※
参
加
料
を
添
え
て
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
歌

舞
伎
文
化
公
園
管
理
事
務
所

０
５
５
（
２
７
２
）
５
５
０
０

PickUp
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子
ど
も
の
多
い
世
帯
の
子
育
て
に

対
し
、
今
年
に
限
り
乳
幼
児
期
の
第

２
子
以
降
の
子
ど
も
１
人
あ
た
り

３
万
６
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
子
ど
も
】

　

世
帯
に
※
１
３
歳
以
上
18
歳
未
満

の
子
ど
も
が
２
人
以
上
い
て
、
第
２

子
以
降
の
※
２
小
学
校
就
学
前
３
年

間
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。

※
１
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

※
２
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

【
支
給
対
象
者
】
平
成
21
年
２
月
１

日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
、

も
し
く
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
、
対
象
に
な
る
子

ど
も
の
世
帯
主
に
支
給
さ
れ
ま
す

【
支
給
金
額
】
対
象
と
な
る
子
ど
も

１
人
あ
た
り
３
万
６
千
円

【
申
請
方
法
】
対
象
と
な
る
世
帯
主

の
方
に
は
、
定
額
給
付
金
の
申
請
書

類
に
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請

書
を
同
封
し
ま
す
。
定
額
給
付
金
と

一
緒
に
申
請
し
て
下
さ
い
。
受
付
は

町
役
場
本
庁
舎
、
三
珠
庁
舎
、
六
郷

庁
舎
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
い
き
い
き
健
康
課

子
育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）

２
１
１
４

　

町
で
は
定
額
給
付
金
の
申
請
書
を

全
世
帯
に
郵
送
し
ま
し
た
。
給
付
希

望
者
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
下
さ

い
。

【
給
付
対
象
者
】
平
成
21
年
２
月
１

日
に
町
内
に
住
所
が
あ
る
方

【
申
請
方
法
】
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
請
し
て
下
さ
い
。

①
役
場
本
庁
舎
・
三
珠
庁
舎
・
六
郷

庁
舎
、
及
び
定
額
給
付
金
出
張
窓
口

に
直
接
必
要
書
類
を
持
参
す
る
（
出

張
窓
口
は
同
封
さ
れ
た
窓
口
一
覧
表

を
ご
覧
下
さ
い
）

②
必
要
書
類
を
同
封
さ
れ
た
青
色
封

筒
に
て
郵
送
す
る
。

※
記
入
に
誤
り
や
不
備
が
あ
る
場
合

は
、
再
申
請
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
土
・
日
、
祝
日
を
除

く
９
月
24
日
㈭
ま
で

※
た
だ
し
４
月
10
日
㈭
ま
で
は
午
後

８
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
４

月
中
は
土
・
日
も
受
け
付
け
ま
す（
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

【
受
取
り
方
法
】
口
座
振
替
（
申
請

よ
り
２
週
間
程
か
か
り
ま
す
。）

※
口
座
振
替
が
不
可
能
な
方
に
限
り

現
金
払
い
も
行
い
ま
す
が
、
受
け
取

り
に
は
再
度
役
場
本
庁
舎
に
来
庁
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
支
払
い
ま
で
に
１
カ
月
程
か
か
り

ま
す
。

※
窓
口
現
金
払
い
を
希
望
す
る
場
合

は
、
窓
口
申
請
の
み
で
す
。

詳
し
く
は
３
月
19
日
付
で
各
世
帯
に

配
布
さ
れ
た
、
定
額
給
付
金
の
申
請

書
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
総
務
課
庶
務
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
１

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ
い
て

PickUp

定
額
給
付
金
を
装
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

　

役
場
職
員
を
名
乗
る
人
か
ら

「
定
額
給
付
金
の
手
続
き
が
終

わ
っ
て
い
な
い
」
と
電
話
が
あ

り
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
行
く
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
と
い

う
振
り
込
め
詐
欺
と
思
わ
れ
る
事

例
や
、「
定
額
給
付
金
の
給
付
の

た
め
口
座
番
号
を
教
え
て
ほ
し

い
」
と
役
場
職
員
と
名
乗
る
者
か

ら
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
と
い
っ
た
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

町
は
も
ち
ろ
ん
、
山
梨
県
、
警

察
、
税
務
署
な
ど
の
職
員
が
定
額

給
付
金
や
子
育
て
応
援
特
別
手
当

に
関
す
る
事
で
、
銀
行
な
ど
の
現

金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
操

作
を
電
話
で
お
願
い
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
！

フ
ェ
ッ
フ
ェ
ッ
フ
ェ
ッ

振り込め詐欺に注意！


